
学校再編整備計画案について

（生野区役所）

令和5年７月１１日（火）
東桃谷小学校区 保護者・地域説明会



小規模校（１１学級以下の小学校）の利点と課題

新たな学習指導要領の全面実施（R２）から

◆子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、
自己の考えを広げ深める

◆何ができるようになるかを明確にした社会に開かれた教育課程の編制

●学校としてまとまりやすい。
▶ 一人一人に目が行き届きやすい。

●一人一人の学習状況を把握し、個別指導を含めたきめ細やかな指導が行いやすい。
利点

●教育活動の幅が狭くなる。

▶音楽の合唱や、体育の集団競技などは困難な場合もある。

●互いに切磋琢磨する機会が少なくなる。
▶ 運動会でのリレー、ドッジボール等の球技大会などにおいて、クラス対抗ができない。

授業の中で多様な発言が引き出しにくくなる。

●クラス替えができないことから、人間関係が固定化する傾向にある。

●教職員数も少なくなり、学年運営に関して同学年担当教員による学年共通の指導方法の
高め合いができない。 など。

課題

学校配置の適正化が求められる背景

１．児童の学習環境の観点

子どもたちが多様な人間関係を構築する環境を意図的に創出
教科横断的なカリキュラムの検討や一部教科担任制の導入が可能な教職員組織の構築
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２ 教職員組織面から

大阪市立小学校の児童数

昭和５７年度

令和４年度

大阪市立小学校の学校数

昭和５７年度

令和４年度

団塊世
代の
退職

教職員の
大量採用

※教職員の若年化

児童数の減少による小学校の小規模化

約２３万人

約１１万人 約半分に減少

３００校

２８０校

教職員の
大量退職

※ベテラン教職員
の減少

学校配置の適正化が求められる背景

ほぼ変わらない

採用１０年目以下の教諭が
５０％超

（約3,200人）

小学校教諭（約5,800人）

小規模校
（適正配置対象校）

８４校

小学校（２８０校）

小学校の約３割が小規模校化
１割以上の学校が全学年単学級

全国的な教員不足の状況の
もと、初任者を単学級に配
置せざる負えない状況

に・・・

各学年2学級以上の規模として、経験年数のバランスを考慮した教職員配置
初任者は経験ある教員と学年運営を担うことで、資質の向上を図る

2



生野区西部地域の大阪市立小学校の児童数

昭和57年度

令和２年度

令和４年度 約２千人

生野区西部地域の大阪市立小学校の学校数

昭和57年度

令和２年度

令和４年度

生野区内の大阪市立小学校の学校数

昭和57年度

令和２年度

令和４年度

生野区内の大阪市立小学校の児童数

昭和57年度

令和２年度

令和４年度

１ 生野区全体の状況

約１万４千７百人

約４千４百人
約１／３以下

１９校

生野区の現状（児童数の減少による小学校の小規模化）

変わらない

２ 生野区西部地域の状況

変わらない

約１／４以下

１９校

約８千４百人

約２千人

小学校の小規模化が大阪市の平均よりさらに進行しています。

１２校

１２校

大阪市、生野区全体よりも児童数が減少しており、小学校の小規模化がさらに進行しています。

約４千３百人 １４校 再編により減少

７校 再編により減少

３



東桃谷小学校・勝山小学校の状況
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６

児童数の推移 ～東桃谷小学校～
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今後も
220人前後

8学級前後の
状況が続く
見込み



５

児童数の推移 ～勝山小学校～
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７

各小学校の児童数・未就学児数

児 童 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

東桃谷小
47人 37人 33人 38人 36人 44人

23 24 23 14 20 13 24 14 17 19 24 20

勝山小
26人 23人 33人 30人 29人 48人

17 9 10 13 19 14 14 16 16 13 27 21

※令和４年5月1日現在
の児童数下段は、左が
男子、右が女子

未就学児 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

東桃谷 39人 28人 36人 30人 25人 34人



これまでの経過について
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桃谷中学校区 平成28年の再編案

桃谷中学校

勝山中学校 鶴橋中学校

（仮称）A小学校

北鶴橋小学校 鶴橋小学校
東桃谷小学校 勝山小学校

現在の状況

4小学校（2中学校）を同時に再編
※中学校はH31.4に再編

北鶴橋小学校と鶴橋小学校を再編

新たな学校の場所：鶴橋小学校
時期：令和8年4月

R4.2「学校再編整備計画」策定
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東桃谷小学校と勝山小学校の再編を検討
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大阪市教育委員会の指針に基づき

東桃谷小学校の校地・校舎を活用

児童の登下校の負担・安全面を考慮して
現在の勝山小学校区のうち
生野未来学園に校区を変更する地域を検討

※変更する地域は中学校区も変更

勝山小

桃谷中

生野未来学園

東桃谷小

桃
谷
駅

今
里
筋

寺
田
町
駅



勝山小学校区の校区変更する区域に関するアンケート
の結果について

■ アンケート対象
〇 勝山小学校在校生の保護者
〇 勝山小学校区内にお住いの未就学児の保護者
〇 対象世帯数計 254世帯（ただし、推定値）

■ 実施期間
〇 令和5年2月3日（金）～令和5年2月13日（月）

■ 実施方法
〇 アンケート用紙の配付及び行政オンラインシステム（行政ОS）による実施
・ 勝山小学校在校生の保護者：学校を通じて配布
・ 勝山小学校区内にお住いの未就学児の保護者：各家庭へ郵送

■ 回答数等
〇 回答数：122

（うち、アンケート用紙による回答104、行政ＯＳによる回答18）
〇 回答率：48.0％（ただし、推定値）
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「Ｆ」その他のご意見

○ＡとＢのどちらか
○ＢとＣのどちらかが良い
○ＤもしくはＡのどちらか
○ＢもしくはＥ 再編後数年は学校選択制の人数制限を設けないようにしてはどうか
○再編時の在校生はＤ 再編時以降の新入生はＣもしくは完全選択制
○Ｄを基本とするが、希望するものは生野未来学園へ通えるようにも配慮する
○２～３年学校選択制の動向を見て地域の保護者の選択に準じればよいと思う
○全員桃谷中学校へ入学を希望。希望者のみ未来学園への進学を許可すればよいと思う
○中学校も選択制にするべき
○在校生は選択制にしてほしい
○勝山小のままがいい
○勝山小学校を残してほしい
○不同意

■ 校区変更案（Ａ～Ｆ）
Ａ 生野西1-1・1-11と

生野西1-12・1-13の間

小学校 小学校区

Ｂ 勝山南１丁目と生野西１丁目の間

小学校 小学校区

Ｃ 勝山北１丁目と勝山南１丁目
の間（勝山通）

小学校 小学校区

Ｄ 校区を分けない（勝山小学区
の全てが東桃谷小学校と再編）

小学校 小学校区
Ｅ：どこでもよい
Ｆ：その他

■ アンケート結果（勝山小学校区全体）

小小 小 小
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■ アンケート結果（地域別・年齢層別・再編後の校区別集計）

地域別でどちらの校区を選択されたかに着目して集計

〇 2年生以下の児童がいる世帯 ※生野西4丁目は回答なし

〇 2年生以下の児童がいる世帯のうち、未就学児がいる世帯 ※生野西4丁目は回答なし

〇 未就学児のみ世帯 ※生野西4丁目は回答なし
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学校再編整備計画案について
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15

■東桃谷小学校と勝山小学校を統合
ただし、勝山小学校の通学区域の一部
（生野西1丁目、２丁目、４丁目14番）
については生野未来学園の通学区域に変更
※桃谷中の通学区域の一部（生野西1丁

目、
２丁目、４丁目14番）も生野未来学園の
通学区域に変更

■実施時期
令和８年４月

■学校施設の整備計画
東桃谷小学校の校地を活用し、既存施設

の改造を行う

■通学路
別添のとおり

東桃谷小学校・勝山小学校学校再編整備計画（案）

勝山小

桃谷中

生野未来学園

東桃谷小

桃
谷

寺
田
町

今
里
筋



・対象となる児童
再編時の勝山小学校の在校生
（再編時の新小学２年生～新小学６年生）

・内容
令和8年4月の再編時に限り、再編後の
小学校または生野未来学園のどちらの
学校でも選べます。

学校再編に伴う特例・経過措置①
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生野未来学園

再編後の小学校

桃
谷

寺
田
町

■ 学校再編時の特例

勝山小学校
在校生

※再編時に桃谷中学校に在校する新中学２年生、新中学３年生
勝山小学校の通学区域の変更に伴い、桃谷中学校の通学区域の一部（生野西1丁目、2丁目、４丁目
14番）を生野未来学園の通学区域に変更しますが、再編時に桃谷中学校に在籍している生徒につい
ては、そのまま桃谷中学校に在籍します。

今
里
筋



・対象となる児童
生野西1丁目、２丁目、４丁目14番
にお住まいの児童

・内容
生野西1丁目、２丁目、４丁目14番は
生野未来学園の校区としますが、
平成２５年４月２日生まれから
令和８年４月１日生まれまでの方は、
新入学時に、
小学校は再編後の小学校と生野未来学

中学校は桃谷中学校と生野未来学園の
どちらでも入学することができるように
します。

学校再編に伴う特例・経過措置②
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桃谷中

生野未来学園

再編後の小学校
桃
谷

寺
田
町

■ 調整区域の設定

調
整
区

今
里
筋



■再編後の小学校の児童数見込み（Ｒ８年度以降の児童数見込み）

※R4.5.1現在の児童数・未就学児をもとに推計
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東桃谷小学校・勝山小学校学校再編整備計画案の内容

R 8 R 9 R 10
児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

6年生 ５０人 ２ ６２人 ２ ５４人 ２

5年生 ６２人 ２ ５４人 ２ ５１人 ２

4年生 ５４人 ２ ５１人 ２ ４６人 ２

3年生 ５１人 ２ ４６人 ２ ５２人 ２

2年生 ４６人 ２ ５２人 ２ ４６人 ２

1年生 ５２人 ２ ４６人 ２ ４３人 ２

合 計 ３１５人 １２ ３１１人 １２ ２９２人 １２



■生野未来学園の児童数見込み（Ｒ８年度以降の児童数見込み）

※R4.5.1現在の児童数・未就学児をもとに推計
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東桃谷小学校・勝山小学校学校再編整備計画案の内容

R 8 R 9 R 10
児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

6年生 ９６人 ３ １０３人 ３ ８０人 ３

5年生 １０３人 ３ ８０人 ３ １０９人 ４

4年生 ８０人 ３ １０９人 ４ ９４人 ３

3年生 １０９人 ４ ９４人 ３ ８７人 ３

2年生 ９４人 ３ ８７人 ３ １０１人 ３

1年生 ８７人 ３ １０１人 ３ ９７人 ３

合 計 ５６９人 １９ ５７４人 １９ ５６８人 １９
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再編に向けたステップ

「学校再編整備計画（案）」を作成
 再編後の学校の場所
 再編の実施時期
 再編に必要な施設整備計画
 再編後の通学路・安全対策 など

「大阪市立学校活性化条例」の手続きに沿って進めます。

「学校再編整備計画（案）」を承認

⇩

学校再編整備計画

区担当教育次長（区長） 教育委員会

学校再編整備計画

学校適正配置検討会議
メンバー：保護者、地域住民

会議内容：学校名、校章、校歌、
標準服、通学路の安全対策
などについて

開
校



再編スケジュール

開
校

R7年度 R8年度

教室改造
工事

学校施設
事前調査等

R6年度R5年度

学校適正配置検討会議
・学校名
・校章
・校歌
・標準服
・通学路の安全対策 など

実施設計

学校再編
整備計画

学校再編
整備計画
（案）

教育委員会
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よくある質問と回答
通学路安全対策
Ｑ：新しい通学路の安全対策はどのように考えているのか。

Ａ：通学路の安全対策については、学校適正配置検討会議において実現可能な対策などを検討し、本市
関係部局や警察等の関係機関と連携しながら新たな学校の開校までに安全対策を行っていきます。

22

学校名や標準服等について

Ａ：学校名や標準服等については、学校再編整備計画策定後、保護者や地域住民をメンバーとする「学
校適正配置検討会議」において意見聴取したうえで決めていくことになっています。

Ｑ：学校の再編に伴い、学校名や標準服等はどうなるのか。

Ａ：学校再編により、地域活動協議会や町会など地域コミュニティの単位を行政が変更することはあり
ません。町会の設置及び廃止は、区地域振興会を経て市地域振興会の承認を受け決定されるもので
行政がその圏域に対して働きかけや改変を行うことはできないと考えています。

Ｑ：学校の再編に伴い、連合町会は改変されますか？

地域関係

防災関係

Ａ：基本的には東桃谷小学校に勝山地域の人が避難することにはなっていません。なお、東桃谷小学校
は再編に伴い教室改造があるため、東桃谷地区防災計画は、地域役員、区役所で協議しながら随時
見直しを図っていきます。

Ｑ：学校再編に伴い、地区防災計画はどうなるのか。勝山地域が入るのであれば調整が必要になる。



お問い合わせ先
• 学校再編に関すること
地域まちづくり課（教育振興）
電話：06-6715-9920
メール：ikuno-edu@city.osaka.lg.jp
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• 防災に関すること
地域まちづくり課（防災）
電話：06-6715-9022
メール：ikunoku-bousai@city.osaka.lg.jp
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